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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ヒストグラムや代表値の必要性と意味について理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえることを学習している。　


○共同追究でのゆさぶり


・けいたさんは本当にやわらかい方だと言ってよいのか。


○ゆさぶりに対応する経験


・適切な判断を下すためには，目的に応じて統計的な処理を行いそれを基にして資料の傾向を読み取る学習をしている。








≪学習問題≫


補助教材１９ページの資料で，けいたさんはクラスの中で


やわらかい方だと言えますか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








②見通し: やわらかい方か判断するには，どうしたらよいかな。


→今まで学習したことを使って資料を整理し，資料の傾向を読み取れば解決することができそうだ。


 





 





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題: 資料を度数分布表やヒストグラムに整理したり，代表値を求めたりして，やわらかい方か調べてみよう。





③個人追究：度数分布表から平均値や中央値の階級を求めたり，並べ替えて中央値を求めたりして調べる。





④共同追究前半（解法の妥当性の吟味）：


ア 度数分布表から求めた平均値（41.4㎝）よりも長いから，


けいたさんはやわらかい方だと言える。


イ 度数分布表で中央値は40～45㎝の階級に入っているから，けいたさんは標準的だと思う。


ウ 並べ替えて調べると中央値は42㎝であることがわかるから，けいたさんはやわらかい方だと言える。


などの求め方を発表させ，妥当性を検討する。








④共同追究後半（思考を深める）


「けいたさんは本当にやわらかい方だと言ってよいのか」


→「いくつかの方法で求めた代表値から総合的に考えて，けいたさんはやわらかい方か標準的であると言える」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ヒストグラムや代表値を使うと，資料の傾向を判断できる。


・適切な判断を下すには，複数の情報を基に考えることが必要だ。








⑥定着･活用問題


○ 自分たちのクラスのスポーツテストの記録を教えてもらって，けいたくんのクラスと比べて，どんな違いがあるか調べよう。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・度数分布表，ヒストグラムや代表値について学んだことを活用する問題であるが，ただ数値を求めるだけでなく，その結果を基に判断し，説明するという一連の活動を大切にする。　


・説明し伝え合う活動を通して，同じ資料から様々な解釈ができることを知り，適切な判断を下すには，複数の情報を基に総合的に判断することが大切であることを理解できるようにしたい。





【板書計画】








